
政４（1821）年、五條商人が紀州の橋本商人に
対して一つの提案をしました。橋本から五條を通って
下市までの吉野川水運を利用した商品物資の輸送案で
す。次の図は、それに対して橋本商人が算定した商品
物資の輸送経費などを示しています。
　当時、橋本から和歌山方面への下り荷物が15,000
駄

だ

あり、そのうち、実綿・板・大豆・小豆・煙
た ば こ

草を内
容とする5,000駄の荷が五條村地域から運ばれてい
ます。橋本からは塩・肥（干

ほ し

鰯
か

）・青物類5,000駄が
五條へ輸送されています。一方、下市村で扱う荷物量

の見積もりでは11,000駄あり、そのうちの1,000
駄が下市村から大和国在々へ、8,000駄が下市村～
竹之内峠～堺・大坂へ、2,000駄が吉野川を利用し
ての筏

いかだ

上の荷で和歌山へ運ばれるとしています。しか
し、五條から下市までの吉野川の難所を切り開いても

【諸商品ルート】にあるように、Ｃでは8.4匁，Ｂでは
7.4匁、Ｄでは8.42匁、Ａでは7.2匁となって、下市
を経由すると計算上ではむしろ経費が嵩

か さ

むことになる
と橋本商人は言います。また、橋本から五條への紀ノ
川を利用した荷物輸送を禁止していた橋本は、橋本で
の陸揚げの特権を失い、むしろ橋本は衰微し五條が繁
栄すると考えます。
　こうして、この五條商人の提案は実現しませんでし
た。しかし、この問題から、近世における和歌山城下・
橋本・五條・下市・御所・古市・堺・大坂・大和国内
などへの、吉野川（紀ノ川）、伊勢街道、竹之内峠、大
和川を経由する商品物資の流れの存在をリアルに思い
描くことができます。近世が徐々に作り上げ到達した、
物資の輸送経路です。ただ、紀ノ川水運における橋本
の特権、五條・新町・須恵村の陸上における伝馬所の
特権の壁を両者は乗り越えることができませんでし
た。にも拘

か か

わらず、こうした広域的な新たな物資輸送
ルートの開拓が検討されること自体に、<近代>が足
下まで近づいていることを予感させないでしょうか。

「近世の新町」④　−歴史的雄都の五條−

（新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会委員　藤井正英）

文

市立五條文化博物館　平成20年度春季特別展
松倉重政入城４００年記念

新町誕生
−町の歴史がここからはじまる−

《記念講演会》
■日時　　５月１８日（日）
　　　　　午後２時～午後３時３０分
■テーマ　「松倉重政と二見城」
■講師　　千田嘉博先生（奈良大学准教授）
■会場　　市立五條文化博物館１階研修室
■定員　　８０人（事前に申し込みが必要です）

《学芸員による展示解説》　
■５月２５日（日）、６月１日（日）午後２時～２時３０分

「和州二見城図」ほか初公開資料多数
松倉重政と二見城の実像に迫る

■申込・問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１

６月１日まで開催中
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